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(2)病原性 : 毒素遺伝⼦(toxin A、toxin B)の有無、薬剤感受性(微量液体希釈法)、偽膜の有無 
(3)予後 : ⽶国消化管学会2013を⽤いた重症度分類(対象はCDADと診断された15例) 
(4)毒素抗原検査(C. DIFF QUIK CHEKコンプリート、アリーア メディカル)の感度と特異度 
4. 成果 
(1)病原性 : PCR typeは33種類に分類され、type33 (13株、16.9%)とtype2 (11株、14.3%)が多かった。毒素遺伝⼦の有無はPCR typeと関連性を認め、
toxin A/B両遺伝⼦を保有する株は15種類、toxin B遺伝⼦のみを保有する株は1種類、毒素遺伝⼦を保有しない株は18種類のtypeに分類された。薬剤感受性は
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